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なうことが研究されるようになり，このため，シンチグ

ラムをdigital　Ifl：としてlit録することが必要とな…）てき

た．われわれはこのための’一一一i方式を開発したのでここに

報告する．

　本システムは次の各部分からなっている．

　⑦　スキャナー（島津製SCC　130　S型）

　②　ディジタルスキャン用インターフェイス：スキャ

ナーのラインの切換えに際し，マイクロスイッチの信号

を整形し，スケーラーに伝えるようにした．

　③gate回路およびスケーラー：スキャナーの波高

分析器からのパルスをgate　time　l．TJ変のスケーラーに

導き計数するようにした．

　④出力用インターフェイス：スケーラーで計数され

たdigital量をbufferを介して，高速紙テープパンチ

ャーへ出力するための装置．

　⑤　高速紙テープパンチャー（Tally）

　本システムにより，シンチグラムは約100×200の小区

画（画素）に分割され，　その各部分の放射能が4桁の

digital量として紙テープftに記録されることとなる．

この際gateの時間は0．5～3秒速迄可変であるので，

スキャナーの走査速度を変えた場合でも一画素の大きさ

を調節することが可能である．また各画素の計数の間に

スケーラーの計数値をbuufferへ転送するためのdead

timeが生じるが，これは5μsec程度で，数え落しはほ

とんど問題にならない．

　Digital化されたシンチグラムは，医学部情報処王Pfl室

のTOS　BAC　3，400によって種々の画像情報処理を行

なった後，ラインプリンターの文字により，32の黒化度

を作って，画像として再構成した．　（情報処理の詳細は

別の演題を参照されたい）なお，われわれは現在計数値

を紙テープを介さずにIDR　300を用いて直接磁気テー

プヒに記録する方式も検討巾である．

54，オンライン計算機システムによる

　　ヒューマン・カウンターのデータ収集と処理

　　　　放射線医学総合研究所

　　　　　石原十三夫　　飯沼　　武　　八代　重雄

　　　　　福久健二郎

NaIヒーユマン・カウンタ（H℃．）の各種データ処理を

行なうためオン・ライン計算機システムによるデータの

収集とその後のデータ処理を自動化する目的で，オン・

ライン・データ収集用および処理プログラム（プロ）の

開発が行なわれてきた．収集用プロとして信号をシーケ

ンシャルに収集する（SEQ）HCS　O1と計鋪機を多！5：．波

高分析器のように使う（INC）HCI－02が開発されており，

HCS－01はSEQでデータを収集しながら同時にモニタ

川にINCも使い収集されているデータの波高分布をデ

ィスプレイ装置（DSP）で観測できるようになっている．

このプロはさらに小さなプロからできており，第1は各

種初期値をセットするプロで第2のプロが終った時次に

呼んでくるプロを指定したり，本体の主記憶装置内に

SEQ川の2つのバッファー領域を取ったりする．また，

モニタ川のINC，　DSPも起動する．　第2のプロでは

SEΩ　を起動してあらかじめ1語を3分割してエネルギ

ー，時間，コインシデンスの情報を信号がくるたびにシ

ー ケンシャルに一．・番目の領域に書き込んで行き一ぱいに

なると特定番地にフラグを立てて二番目の領域に移る．

そこに書き込んでいる間に一番目の領域の情報をディス

クに転送する．検出器をスキャンしている間これをくり

返しタイプライタからの停止命令があるまで続ける．

SEQ停止により前に指定しておいたプロが呼ばれ，そ

のプVによって生データを処理計算のしやすいようにフ

P一トラン・レベルに変換して磁気テープ（M．T．）に転

送するかあるいは他のプロによって生データを他の形の

データにつめ変えてM．T．に転送する．処理プロとして

はM．T．に収集されたデータに対し種々のに補正を加え

て再びM．T．に入れ，これを使って休内量の定量，分布

の肺算：をし，　さらに，　数H問のデークからRetention

curveの作成等を行なう．

55．RIイメージ収集および処理用のオン・ライン

　　電子計算機システム

　　　　放射線医学総合研究所

　　　　　飯沼武福久健二郎松本徹
　　　　　田巾　栄一　　八代　重雄　　平木　俊¶

　　　　　石原十三夫

　RIイメージングにおけるイメージ装置の出力情報は

検出器部のNaI（Tl）結品で検出されるγ線光子によ

って発生する電流パルスであり，本質的にディジタルな

量である．われわれはこれらの情報を損失なく収集し，

更に収集後のイメージ・データを処理して診断に有効な

情報をとりだすためオン・ライン電子計算機システムを

導入した．

　本システムは申央の計算機センターと約400mのケ

ー ブルで結ばれた3ヵ所のオン・ライン実験室から成る．

うち3ヵ所は病院RIセンターとヒューマン・カウンタ
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一 般演題　IST，

室で各々スキャナーおよび全身計数装置（プロフィル・

スキャンロ∫能）が設置されている．また計算機への人出

力機器として検出器のパルス信号を伝送するインピーダ

ンス変換器，実験者力計算機と”会話”を行なうための

入出力タイプライタおよび計算機のメモリーに収集され

たイメージ・データを実験者に表示するブラウン管表示

装置が備えられている．オン・ラインのデータ収集はま

ず検出器の出力パルスをインピーダンス変換器を経由し

て計算機室にある波高分析川AD変換器に入力しディジ

タル量に変換する．例えばアンガー・カメラの場合には

γ線が検出される毎に発生するX座標とY座標の信号

パルスを伝送し，2台のAD変換器を用いてディジタ

ル量に変換すると，各々XおよびY座標に対応する出

力がえられる．続いてこれらをインクリメント装置（I

NC）およびシークェンス装置（SEΩ）に入力する．前

者は計算機のコア・メモリーを一次元または二次元の波

高分析用のメモリーとして川い，カメラの場合には4096

（64×64）チャネルの記憶装置に計数値を蓄える．後者は

大容量の磁気ディスク・パックと併用してAD変換さ

れた波高値や時間情報を時系列として収集する．データ

が収集されると同時または後に，イメージ表示用のプロ

グラムが呼ばれブラウン管上に画像を表示する．また更

に複雑なイメージ処理を続けて行なうこともできる，以

上のシステムの概要を報告する．
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データ収集走査開始と共にタイフライター（または割込

みスイッチ）で起動させると，検川器の出力と1司期して

位置信号が発生し磁算機室にケーブルで伝送される．ま

た走査と同期して時間情報（T）も発生させ，　位置（x）

およびエネルギー（E）情報と共に1ワードに収め，バ

ァファを介して全パルス情報をディスクに記憶する．

（iii）unpackとsort一走査終了後2台の磁気テープに

タイプライターでidentificationを打込む．ディスクか

ら生データを転送し1台のテープに保存する．検査後紙

テープに出力し，他の臨床データと共にファイルする．

もう1台にunpack後の2次元マトリックスデータを一

時保管する．（iv）モニタリングー5段階に輝度レベル

を設定　，端末のCRT一ヒに画像を出してモニターする．

以hまでをオンラインで行ない，現在ルーチンに臨床デ

ー タを蓄積している．（3）データ処理としては計数率表

示後のデータについてスムージングenhancement等を

行なう，各種プログラムが開発され，今はオンライン的

に処理している．（4）処理結果の表示はCRTモニター

する外，カーブプロッターやラインプリンターに打出，

それを医師が診断する．（5）さらに今後の問題として患

者側の臨床データをも含めたデータ管理システムの確立，

各種処理プログラムの開発とそのオンライン化，実用化

をめざして検討山である．

56．オンライン電子計算機システムによる

　　スキャナーの情報収集と処理

　　　　放射線医学総合研究所

　　　　　松本徹飯沼武福久健二郎
　　　　　平木　俊幸　　田巾　栄一

　スキャナーにおけるオンラインシステムの情報収隼と

処理について概略を報告する．（1）まずオンライン化を

実現する際に，スキャナーが簡易型であることに原因し

て生じた問題点とその解決策として行なった．走査巾の

雑音防止の措置，走査速度のゆらぎによる効果を除去す

るための走査位置信号発生器の製作等，スキャナー側の

ハードに関連した事項について触れる．（2）次にオンラ

インプログラムの構成と機能について述べる．大別して

2つの独立したプPグラムからなる．（1）PHAのプロ

グラム主に検出器のGAIN調整用である．（1）データ

収集プログラムこれは次の4つの流れからなる．それぞ

れはリンクされ，端末のタイプライターで電算機と交信

しながな順次実行される．　（i）初期値設定　（ii）SE9

57．　オン・ライン計算機システムによる

　　アンガーカメラのデータ収集と処理

　　　　　　　放射線医学総合研究所　　福久健二郎

　アンガー・カメラの核医学における利用性は，非常に

高いものであるが，画像のボケはさけられない問題であ

る．われわれは，オンラインによってアンガー・カメラ

からのデータを収集し，かつ，ディスプレイ装置によっ

て表示を行なうプログラムを開発したのでこれを報告す

る．

1．　データの収集

　データの収集方法は，（i）インクリメント・ユニット

によって，X，　Y軸座標に従った2次元波高分析を行な

い，収集データを紙テープに出力して後処理を行なおう

とするものと，（ii）インクリメント・ユニットによる同

じく2次元波高分析を時間情報の割込によって，2面の

バッファにたくわえられたデータを交互に磁気テープに

転送するコマドリを行なう，　（iii）また，シーケンス・

ユニットにより，　3台のADCにより，　X，　Y座標お

よびエネルギー情報ならびに計算機側の時間情報を1語
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